
 
■開催日時: 平成 30 年 10 月 27 日（土） 16:00～18:40 

■開催会場: 吉祥寺 東急 REIホテル 3F「むさしの」 
 武蔵野市吉祥寺南町 1 - 6 - 3（JR中央線･京王井の頭線吉祥寺駅公園口徒歩約 3分） 

 16:00～16:05 

  石田   均  先生 

 16:05～17:05 

『アドヒアランスおよびポリファーマシーの視点から再考する糖尿病診療』  

 座 長： 石田   均  先生 

 演 者： 辻野  元祥  先生 （東京都立多摩総合医療センター 内分泌代謝内科 部長） 

＜ 休憩 15分 ＞ 

 17:20～18:35 

『糖尿病の評価方法を再考する－“見える化”がもたらす恩恵と課題－』  

 司 会： 近藤  琢磨  先生 （杏林大学大学院医学研究科 糖尿病･内分泌･代謝内科 講師） 

 パネリスト： ｢FGM と CGMの違い－その好適症例は? －｣ 
植木  彬夫  先生 （東京医科大学 名誉教授） 

  ｢マルチグルコースモニタリング時代における SMBGの活かし方｣ 
大野   敦  先生 （東京医科大学八王子医療センター 糖尿病･内分泌･代謝内科） 

  ｢さまざまな血糖管理指標の判断と使い分け｣ 
元  勝彦  先生 （ 元医院 副院長） 

 コメンテータ： 伊藤  眞一  先生（伊藤内科小児科クリニック 院長） 

 18:35～18:40 

 菅原  正弘  先生 （東京内科医会 会長） 

 本セミナーは，日本医師会生涯教育制度 2 単位が取得できます。 
（カリキュラムコード 73:0.5単位，カリキュラムコード 76:1単位，カリキュラムコード 82:0.5単位） 

 『日糖協療養指導医取得のための講習会』として認められています。 

 『東京CDE2 群研修』として 2 単位認定されています。 

 セミナーご参加にあたり，事前申し込み等は必要ございません。 

※ お問い合わせ先：株式会社 三和化学研究所 東京支社 TEL：03-3232-0571 FAX：03-3232-0838 

共催：東京内科医会･株式会社スズケン･株式会社三和化学研究所  

後援：公益社団法人 東京都眼科医会･公益社団法人 東京都医師会･東京都糖尿病対策推進会議 

1. 開会の辞  

2. 特別講演  

3. パネルディスカッション 

第 77 回東京糖尿病治療セミナー担当世話人  
杏林大学大学院医学研究科 糖尿病･内分泌･代謝内科 教授 

4. 閉会の辞  


